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定量的基準を検討するべき？

・地域医療構想で定めた2025年の病床の必要量（病床単位・定量的）
・毎年国に報告する病床機能報告（病棟単位・定性的）
→算出方法が異なるため、単純な比較では誤解を生じるおそれ

他県例にあるような「定量的基準」は、病床機能報告のデータを
関係者の理解が得られた基準により分析し、
現状の医療機能や供給量を把握するための目安として活用すること
を目的としている

現状の医療機能をより簡便に把握するため、
「病棟単位」の病床機能報告を、

「病床単位」で把握することができれば有意なのではないか
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入院患者実績調査報告①

（ある病棟の患者構成イメージ）

病床機能報告は、病棟単位での機能区分別の報告であり、病床単位での報告ではないた
め、医療機能や供給量を協議・検討するための目安として、現状を共有するためのデータ・
調査が必要であると考えられる。
その一つの方法として、各医療機関が病床機能報告（平成30年７月１日時点）をしてい

ただく際の元のデータである病棟ごとの、医療機能別の、入院患者数を調査する。
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各々の病棟については、

「回復期機能」

「急性期機能」

「慢性期機能」

「高度急性期機能」

回復期機能の患者

高度急性期機能の患者

慢性期機能の患者

急性期機能の患者

６０ ３０ １０

１０ ２０７０

２０ ２０６０

７０１０ ２０

１００

１００

１００

１００

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 合計

病床機能報告 １００ １００ １００ １００ ４００

入院患者実績調査報告 ７０ １３０ １１０ ９０ ４００
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病棟名 病床数
入院患者数

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 合計

A病棟 ４０ １０ ２０ ５ ３５

B病棟 ４０ ５ １０ １０ ２５

C病棟 ４０ ２０ １０ ５ ３５

合計 １２０ ５ ４０ ４０ １０ ９５

病床数
入院患者数

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 合計

１９ ５ １０ １５

有床診療所

病院

○基準日は、平成３０年７月１日時点（H30病床機能報告と同じ）
○病床機能報告の元となる各医療機能別の入院患者数を報告
○医療機能の判断基準は、病床機能報告と同じ（定性的）
○病棟ごとの病床機能報告を、患者数→病床単位で把握
○平成３０年度病床機能報告と並行して実施。早期報告にもつなげる。
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入院患者実績調査報告結果（西部）



○2018病床機能報告（速報）との比較では、高度急性期＋急性期の合計病床数は
▲１５９床、回復期の病床数は+５８床、慢性期の病床数は＋５５床。

○2025年の病床の必要量との比較では、全体で＋７２床とほぼ均衡し、
高度急性期＋急性期の合計病床数は▲１２８床、回復期の病床数は▲３４床、

慢性期の病床数は＋２３４床。

○急性期と回復期の乖離幅は小さくなることから、入院患者実績調査による

病床単位での現状把握により、病床機能報告の結果でみるよりも、

実態は病床の必要量に近い状況であった。
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入院患者実績調査報告結果（西部）

○報告対象：２６機関（１４病院・１２診療所）・報告率：１００％

○患者数 ９６０人

○病床利用率 72.6％（許可）・80.8％（稼働）

○病床数換算 １,０８０床
※調査で得られた患者数を、病床機能報告の病床数や2025年の病床の必要量と比較するため、病床数へ換算する必
要がある。換算にあたっては、地域医療構想ガイドラインで定められた病床利用率（高度急性期75％・急性期
78％・回復期90％・慢性期92％）で割戻して計算した。



○報告対象医療機関数 ２６機関（１４病院、１２診療所）

○未報告医療機関数・報告率

様式１：０機関（100％） 様式２：１機関（96.2％）

6

平成３０年度病床機能報告（速報）の結果について

報告状況（H31.2.15時点）

結果速報（H30.11.15時点）

※国の集計の都合上、病床数の速報値は１１月１５日時点のもの

○未報告医療機関数 ３機関（１病院・２診療所、１３７床）

○報告率 ８８.５％
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○2025年予定病床数は約200床減少するが、病棟内病床数の減少（約100床）、
介護保険施設等への転換（約100床）による。
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病床機能報告による病床数と病床の必要量との比較（西部）



○2025年の予定病床数は現状の病床数よりも大きく減少。
○これは、調査様式が変更され、2025年に予定している病床数を記載できる
ようになったことによるもの（病棟の一部縮小又は一部休床を反映）。

○介護保険施設等への転換も西部圏域で約100床と報告。
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平成３０年度病床機能報告（速報）の結果について

○今回の速報値は、H30.11.15時点のものであり、３医療機関・１３７床分が
未報告のため、病床数総数の捉え方には注意が必要。

○2025年の予定病床数は2025年の病床の必要量に近づく結果となっている。
○未報告医療機関に対する督促等を行い、報告率を100％にすることで、
最終報告結果を元に、より詳細に報告したい。


